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生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

2023 No. 490

11月号

生産者のとんぼの会 平澤さんに、稲の束ね方を教えてもらう設楽さん親子

小学生の子ども２人と一緒に、人生初
の稲刈りに参加しました。稲が台風の
影響で倒れていましたが、右手に鎌を
持ち左手で稲をひとつかみして刈って
いくのはとても気持ちがよかったです。
子どもたちは田んぼで見つけたカエルを手
にのせて遊んでいました。その後は松尾ジンギスカン本店
で新米を食べながら生産者の皆さんと交流しました。子ど
もに感想を聞いたところ、「はじめて鎌で稲刈りをしてどう
やってお米が収穫できるのかわかったし、ジンギスカンも美
味しくてとても楽しかった。いつも食べているお米は、作っ
て収穫してくれる人がいるから食べられるのだと思った」
とのことでした。                              〈東支部組合員　設楽 澄子〉

稲刈りツアー ９/30  滝川市江部乙町

ＩＮＤＥＸ 生活クラブ北海道の でんきキャンペーン
自然共生型再生可能エネルギーで脱炭素社会へ３

４～５

６～７

2023 わくわくまつり
つなげよう ！ ！ 食から人の輪へ

2023 シャボン玉フォーラム inみやぎ
好きだっちゃせっけん！ のぞいてみっぺし東北の海 講演会
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●
第
十
三
次
中
期
５
年
計
画（
２
０
２
４

〜
２
０
２
８
年
度
）に
つ
い
て
、継
続

し
た
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

●
２
０
２
３
年
度
の
役
員
代
行
順
位
に

つ
い
て
、定
款
第
28
条
５
項
に
基
づ

く
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

●
２
０
２
３
年
度
上
半
期
監
査
報
告
書

が
監
事
会
よ
り
提
出
さ
れ
承
認
し
ま

し
た
。

●
10
月
９
日（
祝
・
月
）に
開
催
し
た

２
０
２
３
年
度
わ
く
わ
く
ま
つ
り
の

振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

●
「
生
活
ク
ラ
ブ
ま
ち
づ
く
り
拠
点
」

の
申
請
書
締
め
切
り（
11
／
14
）と
、

11
月
理
事
会
で
審
査
決
定
す
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

●
労
働
環
境
改
善
の
一
環
と
し
て
、本

部
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー
で
の
電
話

対
応
時
間
を
９
時
か
ら
17
時
15
分

ま
で
に
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
運
用
開
始
は
12
月
１
日
か
ら
の

予
定
で
す
。

組織（10月度 ）
組合員数 12,442 名

加入 51 名 脱退 51 名
共同購入（11月度 ）
利 用 高 ２億 3,595 万 2,231円

１世帯当たり 18,964円
グリーンシステム（10月度 ）
Ｒ び ん 回　収 16,849 本

回収率 74.7 ％
紙パック 売却金 7,470 円

回収率 77.3 ％
ピッキング袋 回収率 19.5 ％

福祉基金（10月度 ）
賛同者数 2,985 名 賛同率22.7 ％

エッコロ（10月度 ）
加入者数 4,015 名

加入 ６名 脱退 16 名
生活クラブ共済 ハグくみ  （９月度 ）
加入件数 1,468 件

CO・OP共済（９月度 ）
保有件数 たすけあい 3,978 件

あいぷらす 1,888 件

電気の共同購入  （８月 ）
〈 供給契約者数 〉 765 名

〈 電源構成比  速報値 〉
８月は、約10割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。
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。
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全国で石けん運動を推進している生協や市民団体、漁協、生産者などが毎年一堂に介して活動の共有を図ってきた
シャボン玉フォーラム。2018年には生活クラブ北海道が受け入れ団体となり、北海道でも行われました。中断やオ
ンライン開催を余儀なくされたコロナ禍を経て、今年は４年ぶりに対面での開催となりました。参加した石けん運動
委員と担当理事からフォーラムの様子を報告します。 　　　　　　　　    〈主催：せっけん運動ネットワーク  ９/30〉

「好きだっちゃせっけん！のぞいてみっぺし東北の海」
～3.11震災後の海からのメッセージ ～

���� ஊஃசᘭணஐஇ LQ ନଭ

ᒃᙠྦྷଈପଔଈଊଐૼ

仙台市福祉プラザにて行われたフォーラムのオープニングは、「仙台すずめ踊り」

でした。その後の基調講演では、水中写真家の鍵井靖章氏が「青い地
ほ し

球の生命の

物語」と題し、震災１週間後から岩手県宮古湾に潜り続け撮影した数々の津波に

よる被害写真とともに、徐々に再生する海のエピソードを話されました。鍵井さ

んが灰色の海の中で初めて見つけた魚は、体長 20 ミリのダンゴウオ。『ダンゴウ

オ～海の底から見た震災と再生』という鍵井さんの本でも語られています。

　その後は 3 つの団体が報告を行い、重
お も え

茂漁協女性部部長の盛合敏子さんが漁協

の取り組む合成洗剤追放運動が 47 年目を迎え

たこと、その成果を最も見ることができたのは

震災時の憎くも美しい青い津波だったことなど、生業としている海について

語られたのが心に残っています。　

　環境を豊かにすることは全てに繋がります。「台所から社会を変えよう！」

「被害者にも加害者にもならない生活を！」台所から海につながっているとい

う事実を受けとめて、合成洗剤を使用しないことで私たち北海道の海も青く

できるかもしれないと希望を感じました。

今回の舞台は、12年前に東日本大震災
を経験した仙台市。受け入れ団体の生活

協同組合あいコープみやぎからは、石けん環境委員会
としての活動報告がありました。海岸でのプラスチッ
クゴミ拾い、へちまのスポンジや布たわしづくりの実
践、石けんで上靴を洗う子ども対象の夏休み企画、組
合員が実践した石けんへの切り替えや利用状況を聞い
て石けんの良さを伝える活動など、今後の私たちの活
動に活かせる情報が盛りだくさんでした。
　また、環境都市神奈川県藤沢市で活動するせっけん
推進協議会の報告では、環境への負荷が少ない石けん
利用への運動に理解を示す市からの助成金を活用して
活動しており、市とともに石けん推進ができることは
大きな力になるとのことでした。

石けん運動委員   藤谷 綾子 ( 西支部 )

　半日のフォーラムでしたが、中身が濃く、さらに「会っ
て話せる」充実感に満ち溢れた参加者の笑顔がそここ
こにあり、石けん運動にかける熱気が伝わりました。
気負わず、でも粘り強く、石けんの良さを、そして何
故石けんを使うのかをこれからも伝え続けていきたい
と思える楽しい場でした。
 　最後に、あいコープみやぎの理事長から、25万筆
もの署名を集めながらも東京電力福島第一原発のアル
プス処理水放出を止められなかった悲痛な思いを聞き、

これからの地球、子どもたちの未来の
ために何ができるのかを一人ひとりが
現実味を持って行動していく必要があ
ると改めて思いました。            　　　
（石けん運動委員会担当理事  髙橋香理）

鍵井氏の写真パネル展示

パネルディスカッションも行われました

ᜂᒰℂよࠅ
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ငစᎎ
コーナー

消費材をͅȂ 生産者͂ြા者が̞ࣣͤࢊました

ߊߟ
ᚻࠆ

㘩ߴ ߪᚻ߭ߩߘᚻࠆ ߟߣ

ឥ
い
㯁

㯂N

っ
㯇ⵍ

㮺
ᣂ
☨
㯬
㰞
ー
㰵
！

଼ଥଗ �㈱食ൢ
食創の中谷さんが朝早く起きて
といだ新米の試食。量り売りも
大好評！

ో�̖ߪᶖ⾌᧚ߔߔ߅ߩߜߚ⑳ ㇱ㨨╉

ᣂ
☨
㮝
い
し
㳅

様々な種類のお煎餅を試食できました！

㈱新生わたらい茶 日ፄᘶᙆ ㈱

試飲はもちろん、淹れ方の実演も行いました

᳓߅ߩߒ⨥

ߡߡߒࠅきߞߔ

ߒも⟤ߡߞߣ

↢ᵴクߩࡉ‐ᄢᅢき㧋
よߚߞ㗎ᒛᚻવ߅

ታኸᄢ㧋㧋

消費委員長の力作！  平田牧場の豚さん顔はめパネル

ᓩᮋ

㲙
㯆
ん
㯁
㰴
㰰
ー
㰃
に
㮷
い
て
⺑


ଡ଼ୠ୭イୱル

磯の香りたっぷりの
炊き込みご飯を試食

ጨၭ୷ルୱ୷ーୡ㈱

ƌƧƽ
コーナー

࿐のगાやৣഎな̓Ȃ ໙̞ࢩා

Ⴂのঊ̓͜た̻がڢし͙ました

㈲小島米菓

石けんの良さと使い方をアピール

᜔ૺ଼

ኟඐ

ᡗᢦ

イベントのおしらせや生活クラブを紹介

ᙗ
ᴺ
ク
㯮
㰄
を
し
ま
し
た

ୠー᜔ẜ㈱

～ つなげよう！！  食から人の輪へ ～

４年ぶりに共生会、親生会合わせて22の生産者がまつりに参加しました。消費材の試食や販売をはじめ、生活クラブの活動
紹介、組合員の手づくり品販売やあそびコーナーなど、たくさんの組合員がスタッフとして来場者を迎えました。生産者に
会えるのを楽しみにしていた組合員も多く、活気と笑顔があふれるまつりとなりました。             （10/９  京王プラザホテル札幌）



─ 5─

来るとわかる

委員会コーナー

生活クラブの多彩な活動を紹介

消費材が当たる抽選会や生産者

トークリレーが行われました

2023
ߊߟ

ᚻࠆ
㘩ߴ ߪᚻ߭ߩߘᚻࠆ ߟߣ

コーミ ㈱

ో�̖ߪᶖ⾌᧚ߔߔ߅ߩߜߚ⑳ ㇱ㨨╉

ステージでは、パンプロジェクトメンバーが
新規パン発表を行いました！

京田食品 ㈱

バ
タ
ー
た
っぷ
り
ク
ロ
ワ
ッサ
ン
♪

提携や消費材について熱く深く語る生産者の話
に、大きく頷きながら聞き入っていました

消
費
材
を
作
り
続
け
て
い
く
た
め
に

　
　
　

皆
さ
ん
に
食
べ
続
け
て
ほ
し
い

ታኸᄢ㧋㧋
ク࠶ࡆߣࠎߥ

消費委員長の力作！  平田牧場の豚さん顔はめパネル

ർᶏߦᩭࠎߖ߹ࠅߪࡒࠧߩ㧋

マウコピリカ宣言への参加を呼びかけました

原発ゼロ・市民エネルギー

㈱ＮＳニッセイ
磯の香りたっぷりの
炊き込みご飯を試食

ステージ

山
口
県
か
ら
参
加
し
ま
し
た
！

みかんジュースの試飲、ばら売りも大好評

日本果実工業 ㈱

わくわく市

サークルや個人がハンドメイド品を販売

わくわく市への出店料は「福島・栃木の子ども
たちの保養活動」に寄付していただきました

～ つなげよう！！  食から人の輪へ ～

４年ぶりに共生会、親生会合わせて22の生産者がまつりに参加しました。消費材の試食や販売をはじめ、生活クラブの活動
紹介、組合員の手づくり品販売やあそびコーナーなど、たくさんの組合員がスタッフとして来場者を迎えました。生産者に
会えるのを楽しみにしていた組合員も多く、活気と笑顔があふれるまつりとなりました。             （10/９  京王プラザホテル札幌）
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サステイナブル委員会では『９月から11月は生活クラブ北海道のでんきキャンペーン！』を
展開中です。生活クラブでんきへの加入者を増やす活動や、脱原発・脱炭素と再生可能エネ
ルギーへの転換の加速を求める署名活動をおこなっています。今回、環境に配慮して、自然と
共生しながらすすめる再生可能エネルギーによるエネルギー転換は可能なのかなど、生活クラ
ブがすすめるでんきの未来を一緒に考える機会として講演会を開催しました。〈取材／敦賀〉

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
以
下
、再
エ
ネ
）

が
大
量
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、多
数
の

太
陽
光
と
風
力
発
電
設
備
が
分
布
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、火
力
・
水

力
の
発
電
所
が
海
岸
や
河
川
の
脇
と
い
っ
た

特
定
の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
が
、自
然
環
境

や
社
会
的
・
経
済
的
状
況
、考
え
方
の
違
う

人
々
が
生
活
す
る
と
こ
ろ
に
広
く
分
布
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
こ
で
難
し
い
の
は
、問
題
に
な
る
事
柄

に
よ
っ
て
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー（
企
業
や
組

織
の
活
動
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
利
害
関
係

者
）が
異
な
る
こ
と
で
す
。自
然
環
境
で
あ
れ

ば
自
然
愛
好
家
、生
活
環
境
な
ら
地
域
住
民

と
い
っ
た
、多
数
の
多
様
な
人
々
へ
の
対
応

が
必
要
で
す
。
実
際
に
、苦
情
や
反
対
運
動

が
増
え
、自
治
体
の
対
応
も
変
化
し
て
い
ま

す
。
10
年
ほ
ど
前
は
普
及
促
進
を
目
的
と
し

た
条
例
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、近
年
で
は

規
制
的
な
条
例
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

規
制
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、誰
も
が
同

じ
よ
う
に
判
断
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、物
理
的
条
件
が
似
て
い
る
も
の

に
線
引
き
を
し
て
、可
・
不
可
と
す
る
。
し

か
し
、
規
制
に
よ
っ
て
問
題
が
解
決
す
れ
ば

簡
単
で
す
が
、そ
も
そ
も
規
制
を
導
入
す
る

の
が
困
難
だ
っ
た
り
、導
入
し
て
も
う
ま
く

機
能
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
つ
の
風
力
発
電
の
実
例
で
す
。
Ａ
・
Ｂ

は
住
宅
か
ら
近
く
規
模
が
小
さ
い
。
Ｃ
・
Ｄ

は
住
宅
か
ら
遠
く
規
模
が
大
き
い
。
住
民
評

価
で
は
、Ａ
・
Ｃ
は
支
持
さ
れ
、Ｂ
・
Ｄ
は
反

対
も
し
く
は
仕
方
が
な
い
と
い
う
形
で
受
容

さ
れ
て
い
ま
す
。
理
由
は
、評
価
す
る
住
民

た
ち
に
利
益
が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
Ａ
は

農
家
が
冬
場
の
稼
ぎ
の
た
め
建
て
た
個
人
所

有
の
風
車
。
Ｃ
は
村
営
で
、収
益
を
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
に
使
い
、発
電
し
た
電
気
を
地
域

で
使
う
実
験
も
し
て
い
ま
す
。
も
し
も
距
離

で
規
制
し
た
ら
Ａ
が
、規
模
で
規
制
す
る
と

Ｃ
が
不
可
と
な
り
ま
す
が
、住
民
へ
の
利
益

の
有
無
に
よ
り
評
価
が
変
わ
る
の
で
す
。

景
観
も
、た
び
た
び
議
論
さ
れ
ま
す
。
台

湾
の
高こ
う
び美

湿
地
は
、空
が
水
面
に
映
り
込
む

こ
と
で
有
名
な
観
光
地
で
、洋
上
風
力
設
備

が
建
っ
て
い
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
で
検
索
を
す

る
と
、風
車
も
含
め
た
景
色
を
好
ん
で
撮
影

し
た
と
思
わ
れ
る
写
真
が
並
び
ま
す
。
景
観

が
変
わ
る
こ
と
が
、良
い
影
響
だ
と
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
印
象
で
す
。

次
に
、鳥
類
に
関
し
て
で
す
。
風
車
と
鳥

の
衝
突
、バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
は
実
際
に
起

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、化
石
燃
料
を
こ
の

ま
ま
使
い
続
け
る
と
、鳥
類
へ
の
影
響
は
む

し
ろ
大
き
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、気
候
変
動
に
よ
っ
て
生
態
系
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。
植
生
の
変
化
に

よ
り
、動
物
も
影
響
を
受
け
る
か
ら
で
す
。

鳥
類
の
年
間
事
故
死
数
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別

で
比
較
す
る
と
、一
番
多
い
の
は
化
石
燃
料
。

こ
れ
は
気
候
変
動
と
燃
料
採
掘
に
よ
る
も
の

で
す
。
原
子
力
発
電
も
、ウ
ラ
ン
の
採
掘
過

程
に
お
け
る
生
態
系
の
攪か
く
ら
ん乱
が
も
の
す
ご
く

大
き
い
。
で
す
か
ら
自
然
保
護
と
い
う
視
点

で
見
て
も
、化
石
燃
料
や
原
子
力
は
支
持
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、事
故
リ
ス
ク
の
１
位
は

窓
ガ
ラ
ス
で
、風
力
発
電
は
相
対
的
に
少
な

い
。
た
だ
し
、北
海
道
の
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど

特
定
の
希
少
種
で
は
、
１
位
か
２
位
が
風
車

へ
の
衝
突
で
す
。
特
定
の
希
少
種
へ
の
配
慮

は
必
要
で
す
が
、鳥
全
体
と
し
て
は
再
エ
ネ

だ
け
が
問
題
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

音
に
関
す
る
環
境
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

自
然
環
境
・
沿
道
・
乗
り
物
・
そ
の
他
環
境

騒
音（
設
備
機
械
・
工
場
等
）と
比
較
し
た
風

車
周
辺
の
音
圧
レ
ベ
ル
は
、同
等
か
そ
れ
以

下
で
し
た
。
風
車
だ
け
を
規
制
す
る
根
拠
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
感
受
性
の

違
い
も
あ
る
の
で
、規
制
上
は
問
題
が
な
く

て
も
気
の
せ
い
だ
と
切
り
捨
て
て
は
い
け
な

い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
す
。

あ
る
レ
ベ
ル
を
超
え
る
と
悪
影
響
が
出
る

も
の
は
、規
制
し
や
す
い
で
す
が
、
ど
の
レ

ベ
ル
で
も
そ
れ
な
り
に
悪
影
響
が
あ
る
場
合

は
難
し
い
。
た
と
え
ば
、50
％
の
人
が
不
快

に
感
じ
る
レ
ベ
ル
で
規
制
し
た
と
し
て
も
、

残
り
の
人
は
合
法
的
な
被
害
を
甘
受
す
る
こ

と
に
な
る
か
ら
で
す
。

物
理
的
影
響
を
不
愉
快
だ
と
感
じ
る
の

は
、利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
避
け
ら
れ
る
リ
ス
ク

は
避
け
る
べ
き
で
す
が
、地
域
に
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
も
解
決
策
に
な
る
。
た
だ
し
、

講師：名古屋大学大学院 環境学研究科 教授　丸山 康
や す し

司さん

専門は環境社会学。環境
保全についての社会的な
摩擦や利害の対立をテー
マに研究
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何
が
利
益
で
何
が
被
害
な
の
か
は
地
域
に

よ
っ
て
違
う
の
で
、み
ん
な
が
参
加
し
て
決

め
る
と
い
う
手
続
き
が
重
要
で
す
。

地
域
住
民
が
関
心
の
あ
る
「
誰
が
何
を
な

ぜ
行
う
の
か
」
の
説
明
を
飛
ば
し
て
、事
業

者
が「
や
る
」と
決
め
て
か
ら
合
意
形
成
の
手

続
き
が
始
ま
る
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
問
題
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と

２
０
２
１
年
に
改
正
さ
れ
た
の
が
、地
球
温

暖
化
対
策
推
進
法（
温
対
法
）
で
す
。

ま
ず
市
町
村
で
「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を
し
て
、

場
所
を
決
め
ま
す
。
そ
し
て
、ど
ん
な
地
域

振
興
が
可
能
か
、た
と
え
ば
脱
炭
素
を
通

じ
て
１
次
産
業
の
燃
料
費
負
担
を
減
ら
す
方

法
な
ど
、地
域
の
問
題
解
決
を
考
え
て
脱
炭

素
に
向
け
た
戦
略
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
そ

の
上
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
影
響
評
価
）を
行
い

ま
す
が
、単
に
影
響
の
有
無
を
議
論
す
る
の

で
は
な
く
、協
定
書
の
作
成
や
場
合
に
よ
っ

て
は
共
同
事
実
確
認
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
、悪
い

こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
ら
手
を
打
つ
。
あ
ら

か
じ
め
対
策
を
決
め
て
お
く
順
応
的
管
理
が

大
事
で
す
。
特
に
風
力
発
電
は
事
後
対
応
で

き
る
も
の
が
多
い
の
で
、渡
り
鳥
へ
の
影
響

が
問
題
で
あ
れ
ば
、
飛
ぶ
季
節
や
時
間
帯
だ

け
止
め
る
。
こ
れ
を
協
定
書
に
明
文
化
し
て

お
く
と
法
的
効
力
を
持
た
せ
や
す
い
で
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、生
活
ク
ラ
ブ
の
風
車
が

あ
る
秋
田
県
に
か
ほ

4

4

4

市
で
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
風
車
反
対
派
の
人
に
話
を
聞

い
て
み
る
と
、リ
ス
ク
だ
け
を
問
題
に
し
て

い
る
の
で
は
な
く「
リ
ス
ク
に
対
す
る
利
益

が
な
い
」「
い
い
こ
と
ず
く
め
の
説
明
に
疑
問

を
感
じ
る
」「
騒
音
測
定
値
は
基
準
内
で
問
題

が
な
い
と
い
う
自
治
体
か
ら
の
回
答
へ
の
不

信
感
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
市
に
は
、

協
定
の
締
結
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
遵
守
・
地
域

活
性
化
に
資
す
る
取
り
組
み
の
推
奨
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
条
例
が
あ
り
、こ
う
い
っ
た
こ

と
も
解
決
策
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
が
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
地
産
地
消
を
広
域
展
開
し
て
い
る
例
だ

と
み
な
せ
ま
す
。
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
は
生

活
ク
ラ
ブ
エ
ナ
ジ
ー
と
い
う
電
力
会
社
を
通

じ
て
、再
エ
ネ
を
み
ん
な
で
使
う
し
く
み
に

な
っ
て
い
る
。
波
及
効
果
が
と
て
も
大
き
く
、

交
流
を
通
じ
て
開
発
し
た
特
産
品
の
販
売
利

益
は
、年
間
で
約
１
５
０
０
万
。
風
車
に
よ

る
地
元
へ
の
経
済
的
利
益
よ
り
大
き
な
こ
と

が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
、全
国
的
に
も
モ
デ

ル
に
す
べ
き
も
の
で
す
。

脱
炭
素
社
会
へ
向
か
う
た
め
に
何
よ
り
大

事
な
の
は
省
エ
ネ
や
効
率
化
で
す
。
そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
、
再
エ
ネ
を
導
入
す
る
際
に

最
も
尊
重
す
べ
き
は
地
域
で
の
合
意
だ
と
思

い
ま
す
。
リ
ス
ク
を
最
小
化
す
る
だ
け
で
は

な
く
地
域
に
便
益
を
も
た
ら
す
こ
と
。
お
金

だ
け
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
人
の
利
益
に

か
な
う
事
業
を
増
や
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

温
暖
化
や
脱
原
発
だ
け
で
は
、自
分
の
地
域

に
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
理
由
に
な
り

ま
せ
ん
。
災
害
時
対
応
な
ど
、再
エ
ネ
が
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
良
い
例
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

↢ᵴクࡉർᶏߩ�でࠎきࠠ 㧋ࡦペーࡦࡖ

生活クラブでんきに切り替えよう！

締め切りは 12 月22日 （金）
ᑧ㐳ߚߒ߹ߒ㧋

再
エ
ネ
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
に

脱炭素をすすめるために家庭で最も簡単に CO2 排出量を減らす方法は、
再生可能エネルギーをより多く利用できる電力会社へ切り替えることです。

脱原発、脱炭素と再生可能エネルギー
へのエネルギー転換の加速を求める
署名をオンラインでも受付中です。
※紙面・オンライン いずれか１回限り

ࡦࠝ ߪฬ⟑ࡦࠗ
らߜߎ

手続きは かんたん！
Webでも書類でも申し込め
ます。面倒な切り替え手続き
はありません。 

マンション・アパート
でも切り替えできます
各家庭が電力会社と直接契
約している場合は、集合住宅

でも切り替
えできます。

電気代は変わりません！
料金は北海道電力と同等額です。生活
クラブでんきのホームページから料金
シミュレーションができます。

電気の安定性も今までと同じ
電力会社が変わっても、停電のリスク
など電気の安定性は変わりません。

オール電化住宅には！
オール電化住宅向けの「時間帯別プラ
ン」は、北海道電力の「エネとくスマー
トプラン」と同じ料金設定です。

署名活動 実施中！
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活
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同
組
合

札
幌
市
厚
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区
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谷
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東
１
丁
目
４

－

15   

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
１（
８
８
７
）８
８
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１（
８
８
７
）７
２
２
９

発
行
日

２
０
２
３
年
11
月
20
日

編
集

広
報
委
員
会
／
Ｗ
・
Ｃ
ｏ
プ
ラ
ン
ズ
Ｅ
Ｐ
О

道
産
間
伐
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

道産 間伐材使用

江
別
支
部

千
葉

な
ぎ
さ

猫
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
一
歩
ず
つ

幼
少
期
、
唯
一
知
り
得
る
猫
の
姿
は
、
威
嚇
満
点
の

野
良
猫
の
み
。
そ
の
後
犬
を
飼
い
始
め
、
所い

わ
ゆ
る謂

『
犬
派
』

と
な
っ
た
。
そ
ん
な
私
が
な
ぜ
、
自
他
共
に
認
め
る
猫

バ
カ
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
の
か
。
字
数
の
関
係
上
そ
の

経
緯
は
割
愛
す
る
が
、
ひ
と
言
で
述
べ
る
と
し
た
ら
、

こ
う
答
え
る
。「
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
」

猫
が
携
え
た
能
力
も
魅
力
も
、
彼
ら
が
お
か
れ
て
い

る
悲
惨
な
現
実
も
、
私
は
何
一
つ
知
ら
な
か
っ
た
。「
知

る
機
会
が
な
か
っ
た
」
と
言
い
換
え
て
も
、
あ
な
が
ち

間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
知
っ
た
後
の
生
活
は
一
変

し
た
。
一
人
で
野
良
猫
を
保
護
し
て
里
親
を
探
し
た
り
、

愛
護
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
勤
し
ん
だ
。
し
か
し
、

一
人
で
出
来
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
。
思
い
悩
ん
で
い

た
頃
、
ご
縁
が
あ
り
「
江
別
ね
こ
部
」
と
い
う
生
活
ク

ラ
ブ
の
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
る
運
び
と
な
っ
た
。
今

は
心
強
い
同
志
と
と
も
に
、
猫
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
る
。
知
る
機
会
が
あ
る
の
と
そ
う

で
な
い
の
と
で
は
価
値
観
、
ひ
い
て
は
人
生
を
も
変
え

る
。
ペ
ッ
ト
と
さ
れ
る
生
き
も
の
の
命
の
在
り
方
に
つ

い
て
知
る
機
会
を
、
引
き
続
き
提
供
し
て
い
く
所
存
だ
。

組
合
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す
。
４
０
０
字
程
度
。
テ
ー
マ
の

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
部
川
瀬
ま
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
業
務
便
で

送
っ
て
下
さ
い
。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/ Instagram・Facebookもご覧ください！

ホームページからも

アクセスできるよ
本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

日　時　12月９日（土）    10：30 ～ 12：30
場　所　ＴＫＰ札幌駅カンファレンスセンター ２階ホール  

内　容 福祉基金が生活クラブの福祉活動にどのように使わ
れているのか、また 2023 年度福祉基金助成先団体
の活動報告を行います。そのほか、７月に福祉施設

を見学した運営委員長からの研修報告
と組合員一斉討議の結果報告をします。
この一斉討議「みんなで考えよう！ 私
たちがつくる福祉・たすけあい」の報告
用紙は11月25日が締め切りなので、ぜ
ひ提出してください。

　生活クラブ、ワーカーズ・
コレクティブ、市民ネット
ワークで構成する各支部
の地域連絡会メンバー等
が集い、予算要望に向け
各地域がおこなってきた活
動を報告しました。「フリー
スクールに通う子ども自身への補助を」「永住権を持つ外国
人も住民投票ができるように」「生活道路の歩道が凸凹、平
らにしてほしい」など、アンケートやおしゃべりカフェなど
で出された数々の声をもとに調査したことが報告され、そ
れに対する代

※
理人のアドバイスを共有しました。地下鉄案

内表示の分かりづらさを数年にわたり調査活動してきた厚
別からは、改善を求める要望書を札幌市に提出・意見交換
したとの報告がありました。今後は各地域連絡会からの食・
子ども・教育・環境・福祉・人権など多岐にわたる内容を
まとめ、次年度の市の予算に反映されるよう11月22日
に札幌市長に提出し、意見交換をしていきます。

2023 年度 

生活クラブ福祉基金報告集会

ニュース

11月３週 主催　福祉担当理事会

（札幌市北区北７西２）

「こんなまちに

暮らしたい！」
2024年度予算要望に向けて
札幌10区まとめの会

10/22  北海道クリスチャンセンター

※  政策を決定する場（議会）に私たちの声を届けるしくみとして市民ネット
ワークが誕生。市民の代理人（議員）を議会へ送り出しています

「地域の中で必要な福祉をもっと増
やしたい！」国や自治体の福祉だけ
に頼らず、子育てや介護等をしな
がら暮らしの中で発見したニーズを
形にしたり、地域の人たちの福祉
活動を応援するために創りました。

【福祉基金創設の目的】

子育て支援親子ひろば  ほっとたいむ




